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旅行に出かける前に、その国や地域について調べる

なら「旅」のコーナーをのぞいてみて。日本国内はもちろ

ん、海外旅行のための情報が盛りだくさん！登山や温

泉、カフェなど、テーマごとに特集した本もあるよ。 

夏休みの旅行を計画するときや、修学旅行先の下調

べにも使ってみてね。Ｈａｖｅ ａ ｎｉｃｅ ｔｒｉｐ！ 

 

図書館 1 階の旅のコーナーは 

旅行前に大活躍！ 

Hello! 

ＷＡＫＡＢＡ 表紙写真 大募集！！ 

としょかんだよりの表紙を、あなたの写真でかざりませんか？ 

長崎市立図書館では、2 ヶ月ごとに「10 代のためのとしょかんだより ＷＡＫＡＢＡ」を発行して

います。この表紙を、あなたの写真でかざりませんか？みんなの力作を、お待ちしています！！ 

応募資格：中学生～19 歳くらいまでの方 

応募先 ：〒850-0032 長崎市興善町 1-1  

「長崎市立図書館 ＷＡＫＡＢＡ表紙写真募集」係 

応募期間：2014 年 4 月 2 日（水）～2015 年 3 月 30 日（月）必着 

★応募には応募用紙が必要です。長崎市立図書館ＨＰからダウンロードするか、館内で配布し

ている用紙をご利用ください。 

応募のきまりなどの詳しい内容は、館内にある応募のチラシをご覧ください。 

 

 

茶色のラベルが目印！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇宙飛行士・若田光一さんの地球帰還や、人工衛星「だいち2号」の

打ち上げ、長崎市科学館プラネタリウムのリニューアルオープンなど、

今年の春は天文に関する話題が盛りだくさんでした。 

これから始まる夏、本を片手にゆっくりと星空を鑑賞しませんか。 

宇宙に関係する仕事には、どんなものがあるのだろう。 

難病から人を救うための薬をつくる研究者や医師、 

人工衛星｢GCOM｣開発者､宇宙ロボットやロケットの開発者など 

様々な分野で活躍する人たちのインタビューを収録。 

『We are 宇宙兄弟  

宇宙を舞台に活躍する人たち』 

モーニング編集部／編  

門倉 紫麻／編 

講談社 

538.9 ウ 

七夕の夜には、ベガ（織姫星）とアルタイル（彦星）を見つけてみよう！ 

星の見つけ方や、星座の見方のコツをかわいいイラストで教えてくれます。 

『星と星座をみつけよう』 

森 雅之／著  

誠文堂新光社 

Ｙ443 モ 

 

かに座のか
・

に
・

は、勇敢だった！ 

しし座のライオンは、人食いの怪物だった！ 

星座に由来する、素敵な神話たちを味わえる 1 冊。 

いつも眺める星空が、ちょっと違って見えるかもしれません。 

『星座がもっと見たくなる  

星座の物語と見つけ方』  

駒井 仁南子／著、高橋 ユミ／挿絵  

誠文堂新光社 

443.8 コ 

宇宙服ってどんな服？宇宙での食事は？トイレやお風呂はどうするの？ 

私たちにとって謎だらけの不思議な『宇宙』について、宇宙飛行士の野口さんが

楽しく解説してくれます。これを読めば、あたなもきっと宇宙に行きたくなる！！ 

『宇宙においでよ！』 

野口 聡一／著、林 公代／文  

植田 知成／イラスト  

講談社 

児童 538 ノ 

『星の声に、耳をすませて』 

林 完次／著 

講談社 

Ｙ440 ハ 

『愛蔵版 星の王子さま』 

 サン テグジュペリ／作  

内藤 濯／訳   

岩波書店 

児童 953 サ 

出版から 70 年以上を経た今も、世界中の人々に読み継がれ 

愛されている“星の王子さま”。 

「かんじんなことは、目に見えないんだよ」という言葉は、 

いつの時代も読者の心をふるわせます。 

遠く離れた星々が教えてくれるのは、

悠久の時と美しい命のかがやき。 

天体写真家が語る、天文学の世界。 


